
灯りのフェスティバル	

実施日 	 	：2019年10月5日（土）	
実施場所 	：大横川親水公園噴水広場	

参加者数 	：約800名	

震災や戦災などで犠牲になった多くの人々への追悼の意を込めた	
キャンドルライトアップ	



北斎祭り	

実施日 	 	：2019年10月19日（土）	
実施場所 	：緑町公園・すみだ北斎美術館講座室（MARUGEN100）・	

	 	 	　亀沢三丁目会館・ヨシダ印刷東京本社・北斎通り	
参加者数 	：約5500名	

葛飾北斎に親しみ、地域に誇りや愛着を持つことを目指す	
亀沢の地域祭	



シンポジウム「景観まちづくりから地域コミュニティを考える」	

実施日	 	：2019年11月30日（土）	

実施場所 	：YKK60ビルAZ1ホール	

参加者数 	：94名	

「亀沢地区建て替え調整協議会」を経てつくられてきた	
まちの成長を振り返る	



成果①　参加者数の増加・満足度の充実	
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◎前年の参加者数（約5,000人）と比べ、増加（約6,300人）	

　　→別日開催の効果があり灯りのフェスティバルは増加、	

　　　 雨により北斎祭り昼の部は減少、雨が止んだ夜の部は増加	

満足度アンケート（計101名）	



成果②　地域の文化・歴史の再発見	

二葉小学校の地域学習	
2番目に人気の北斎の絵をアンケート調査	

亀沢の紹介	
地域の文化や歴史、まちづくり活動の説明	

地域ゆかりのワークショップ	
金魚ねぷたづくり・ずぼんぼ・モザイクタイルづくり・ガムラン体験など	

三浦呑龍氏　生ねぷた絵描き	
北斎の絵が源流と言われるねぷた絵	



成果③　まちづくり活動へのフィードバック	

シンポジウムの議題用に事前アンケートを募集	
→地区内外から120通近くの回答が届く	

まちづくり活動への関心の高さを実感	

自分たちがつくり上げてきた	
街並みの活用	

まちづくり活動への意識向上	

渡辺パイプ	
展示スペース	
ねぷた絵	

北斎通り	
街路灯	
フラッグ	



工夫①　地域を巻き込んだイベントづくり	

子供会・町会	
灯りのフェスティバル　設営	

参加者全員	
灯りのフェスティバル　点灯式	

二葉小学校	
北斎祭り地域学習展示　設営	

町会	
北斎祭り　テント設営	

弘前ねぷた団体	
北斎祭りねぷた運行　ねぷた設営	

地域・警察・行政	
北斎祭りねぷた運行　交通規制	



工夫②　多方面からの広報	

都営地下鉄・ＪＲ　両国駅	
ポスター	

業平橋ポンプ所　建築現場	
仮囲いラッピング（今年5月まで）	

東京東信用金庫	
チラシ配布・提灯の提供	

一般人・近隣施設	
Twitter告知	

北斎通り	
北斎祭りフラッグ	



工夫③　次世代のまちの担い手づくり	

竪川中学校　吹奏楽部	
灯りのフェスティバル　演奏	

二葉小学校　音楽クラブ	
北斎祭り　演奏	

墨田みどり保育園	
北斎祭り　Tシャツ展示	

筑波大学　大学院生	
シンポジウム　まちづくり活動調査報告	



課題	

◎ 補助金（公金）を利用していることの意識づけ	

　　→公益性（安心・安全・教育普及など）を追求していく	

　　→補助金に頼らず持続する、自立したイベントを目指す	
　	

◎ より豊かな住環境をつくりあげていく	

　　→地域アイデンティティを引き継いでいく	

　　→地域の防災・防犯活動を直接的・間接的にサポートする仕組みをつくる	

2020年度予定	

10月  3日（土）	： 灯りのフェスティバル	

10月24日（土）	： 北斎祭り	

未定	 	 	 	： シンポジウム	


